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次の問題１～４の中から、１つ選んで答えなさい。 

 

 

問題１  

日本の財貨・サービスの純輸出（＝輸出―輸入）の動向をみると、好調なインバウンド需

要にもかかわらず 2019 年から赤字基調になっている（2024 年は約 6 兆円の赤字）。この要

因として輸出産業の国際競争力低下、デジタル赤字の拡大、鉱物性燃料の輸入依存、産業空

洞化等の日本経済の課題が指摘されているが、これらの課題を克服するための対応策につい

て論じなさい。 

 

 

問題２ 

 ヘンリー・チェスブロウ（Henry Chesbrough）が提唱したオープン・イノベーションの概

念を説明し、従来のクローズド・イノベーションとの違いを述べなさい。その際に、近年に

なってオープン・イノベーションが実務でも注目されている理由についても説明しなさい。 

 

 

問題３ 

わが国の討議資料「財務会計の概念フレームワーク」においては、①どのような利益の重

要性が示されているかを述べた上で、②それと対比され、重要とされている利益について述

べ、かつ③それぞれの利益の定義について述べ、④さらに②の利益の有用性について主張の

根拠を説明しなさい。 

 

 

問題４ 

大規模言語モデル（Large Language Model）を業務へ導入する場合の効果と注意すべき課

題について、一つの業務をとりあげて、可能な限り具体的に論じなさい。冒頭にどのような

業種・職種におけるどのような業務を取り上げたかを明記すること。 

  



 

 


